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豊川と私たちの生活豊川と私たちの生活

豊川市立天王小学校豊川市立天王小学校

←←天王小天王小

←←天王小天王小 ←←天王小天王小

←←天王小天王小

豊川と深いつながり

←←天王小天王小

豊川と深いつながり
①豊川の水を使った水田が多い①豊川の水を使った水田が多い
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←←天王小天王小

水水

①豊川の水を使った水田が多い①豊川の水を使った水田が多い

豊川と深いつながり

←←天王小天王小
上流から上流から
地下の地下の
パイプでパイプで

①豊川の水を使った水田が多い①豊川の水を使った水田が多い

豊川と深いつながり

大きなじゃ口大きなじゃ口

田植え田植え((６月６月))

稲刈り稲刈り((１０月１０月))

天王まつり天王まつり
((１月１月)) ←←天王小天王小

①豊川の水を使った水田が多い①豊川の水を使った水田が多い

②大水との関係②大水との関係

豊川と深いつながり
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←←天王小天王小

かか
すす
みみ
堤堤

①豊川の水を使った水田が多い①豊川の水を使った水田が多い

②大水との関係②大水との関係

豊川と深いつながり

石がきのうえに石がきのうえに

たてられた家たてられた家たてられた家たてられた家

１９４７年当時のかすみ堤の様子１９４７年当時のかすみ堤の様子

天王小天王小
校区校区

豊川放水路が建設された場所豊川放水路が建設された場所

２つに分か２つに分か
れた行明町れた行明町
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１９６４年の写真１９６４年の写真
家や田畑を動かして家や田畑を動かして
つくられた放水路つくられた放水路

１．観察会を行った日１．観察会を行った日

平成１８年７月２７日平成１８年７月２７日

１３時３０分～１５時まで１３時３０分～１５時まで

天気：くもり天気：くもり のちのち 晴れ晴れ

２．参加者２．参加者

６年生１５人、５年生２人６年生１５人、５年生２人

４年生２人、３年生３人４年生２人、３年生３人 計２２人計２２人

水生生物調査の状況

３．場所３．場所

豊川放水路分流ぜき付近豊川放水路分流ぜき付近

１．水温 ［２６．５度］

２．川幅 ［ ７０ｍ ］

３．生物を採取した水深 ［ １５ ｃｍ］

４．流れの速さ

［ おそい ］

５．川底の状態

［ コンクリート・こぶし大の石 ］

６．水のにごり、におい、付近の様子、その他

［ にごり においなし 透視度１００ 以上 ］

観察場所の様子

［ にごり・においなし、透視度１００㎝以上 ］

今年は初めて今年は初めて

透視度が１００㎝を透視度が１００㎝を

超えました！超えました！
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主な見つけた指標生物主な見つけた指標生物

イシマキガイ、カワニナ、ヒラタドロムシ、ヤマトシジミイシマキガイ、カワニナ、ヒラタドロムシ、ヤマトシジミ

トビケラやカニもたくさんみつかりました。トビケラやカニもたくさんみつかりました。

水質階級（すいしつかいきゅう）の判定（はんてい）水質階級（すいしつかいきゅう）の判定（はんてい）

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1.○印と●印
の個数

２ ●印の個数

５

２

１

０

判定：

２.●印の個数

３.合計

（1.欄＋2.欄）

２

７

０

１

Ⅱ 少しきたない水

たくさんの生き物とたくさんの生き物と

豊かな自然がある豊川豊かな自然がある豊川

豊川放水路分流ぜき豊川放水路分流ぜき

から見える豊川から見える豊川

大雨が降ったときの大雨が降ったときの

分流ぜき付近分流ぜき付近

私たちにできることを私たちにできることを

これからも考えていきたいと思いますこれからも考えていきたいと思います

水生生物調査をしたところをながめて水生生物調査をしたところをながめて


